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       【格子の回転角度（67度5分47秒）】 

格子の回転角度は、起点を通り、東西方向及び南北方向に引いた線並びに 

これらと平行して10ｍ間隔で引いた線により構成されている格子を、起点 

を中心として、右回りに回転させた角度を示す。 

【凡例】

形質変更時要届出区域
起点は、大田区南六郷一丁目48番1の最北端とする。

【起点】

起点

67度5分47秒

大田区南六郷一丁目48番1
36番15

筆境界

単位区画

調査対象地 

　指定を解除する区域 

（令和6年東京都告示第823号に
より指定した区域）



4令和7年2月14日（金曜日）（第18245号） 東　京　都　公　報

発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

円

一
箇
月

円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所
電
話

〇
三（
五
二
七
六
）〇
八
一
一（
代
）
郵便番号
１０１―００５１

三

鈴

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二
丁
目
三
十
二
番
地
一

三
〇

六
、
六
〇
〇

北 48度24分37秒

支点
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清瀬市松山三丁目1018番366

支点は、座標値（X=-25552.232、Y=-29042.702）とする。

※座標値は、測量法（昭和24年法律第188号）の規定に

　より、世界測地系座標によって作成した。

【支点】

格子の回転角度は、支点を通り、東西方向及び南北方向に

引いた線並びにこれらと平行して10ｍ間隔で引いた線によ

り構成されている格子を、支点を中心として、右回りに回

転させた角度を示す。

【格子の回転角度:48度24分37秒】

敷地境界

筆境界

単位区画

指定を解除する区域

【凡例】
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